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老舗企業の強さに学ぶ

四.人を育てる四.人を育てる ■従業員の育て方

1. 経験知を育む
□ 実践・体感を重視した従業員教育を行っている
□ 先輩従業員が後輩の面倒をみる仕組みをつくっている

2. 中核的な部分に重きを置いて育成する
□ 伝統を守るべき所と近代化すべき所を明確に区別している
□ 守るべき技術・知識･ノウハウの承継を意識した人材配置や
人材育成をしている

3. 業界で育てる
□ 業界の資格制度等を人材育成に活用している
□ 仕事に関連した公的資格取得を奨励している

中小企業においては、限られた人材を活かすことは至上命題である。
また製品の品質の維持を左右する職人は、その技術の伝承や育成に時間がかかることから、
様々な工夫や取り組みを余儀なくされることも多い。
老舗企業経営者も「従業員は人財」といい、「適材適所」で活かす工夫を行っている。
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経験知を育む －時間をかけて習得していくものこそ強みにつながる
老舗企業の強みは、簡単には真似されない技･ノウハウが時代を超えて受け継がれてきたことにある。

伝承してきた技術や品質の体系的な維持や強化、承継のためには、マニュアルや書面での育成ばかりで

なく、マニュアルでは伝えきれないものが重要なのである。それは、単に取り扱い商品の質や独自性ばか

りでなく、従業員個人の感性も含めた豊富な知識や知恵、それを背景として提供されるサービスの質とが

あいまってはじめて得られるものであり、言葉では伝えにくいものなのである。先輩従業員と一緒に行動す

ることや時間をかけた経験を通じて、ようやくそこはかとなく伝わるものだからこそ、容易には真似すること

ができない強みとなって、信頼を勝ち得ているのである。

中核的な部分に重きを置いて育成する
老舗企業の従業員教育の特徴は、その事業規模とも関連するが、比較的個人を意識し、中核的な技術

に集中させるように合理化していることにある。例えば、かつては職人が一つの製品をすべてひとりで担当

し、完成させていたものでも、人材や時間が限られる現在では、分業体制に工程を組み直し、従業員を

一工程に特化した専門家にするという比較的短期間での人材育成に転換していたりする。その一方で、主

要顧客への対応にあたっては、足繁く顧客の下に通い、意思や要望を尋ね、顧客の満足を得るというスタ

イルを守り続けている。

合理化できるところと、合理化してはならないところとを峻別し、事業の中核的な部分に重点を置いて、

より効率的、効果的に技術・ノウハウを承継している。

業界で育てる
老舗企業のなかにはリーディングカンパニーとして、業界の発展のために、知識を習得する資格の制度

化や技術を磨くコンテストなどを実施しているところもある。こうした資格の取得やコンテストへの参加など

を自社内の研修等と連動した従業員教育として取り入れ、従業員の努力目標やモチベーションの維持に活

用したりしている。

このように業界では、どのような知識や技能を習得することが期待されているかを明確にすることは、一

企業内の教育では得られない大きな効果がある。また、業界全体でのレベルアップにつながるばかりでなく、

業界自体の価値を高め、市場に向けたＰＲ・宣伝効果をもたらしているのである。
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後継者をその気にさせる
家業としての事業を承継する人間が誰であるのかといった原則が明確になってい

る老舗企業の事業承継では、父親が仕事する姿を見て育ち、周囲からのいずれ

は承継することになるとの期待が後継者に伝わっていることも少なくない。そうした

長い時間軸の中で、徐々に「その気にさせる」ことが意識的にも、無意識的にも

仕組まれ、後継者を育成している。周りの人たちも巻き込んで、その気にさせる環

境が作られていくことで、緩やかに承継の下地づくりが進む。もちろん、すべての

後継者が進んで事業を承継しようとするわけではない。先代が時には事業の辛い

面だけではなく、喜びがあることも意図的に示すことによって、家業として受け継ぐ

ことの必然性が理解され、後継者の決意が促されていることも多い。

社外の目を養い、社内の承認を得る
後継者は学校を卒業してすぐに会社に入ることは少なく、一度他社での経験を

積んでから入社することで客観的に自社を見るという姿勢を育んでいることが多い。

入社後は、現場を経験させ、仕事を覚えさせるとともに、将来、自分のスタッフ

として活躍するであろう社内人脈を構築させる。そうすることで、回りのスタッフた

ちからもその仕事振りから後継者として認められる状況を創り込んでいる。このよう

に、比較的長い時間をかけて後継者を育てている。

承継後は口を出さず、独り立ちを促す
後継者に事業を承継した後、先代は経営を任せて後継者を見守り、隠居すると

いうケースが多い。これは、後継者が先代に遠慮せずに思い切って経営判断がで

きるように、また、早く独り立ちができるように配慮していることの表れだと思われる。

承継までに長い時間をかけているからこそ持てる後継者への信頼と老舗企業経営

者自身の経験をもとに成立する意識といえる。
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老舗企業の強さに学ぶ

■後継者の育て方

1. 後継者をその気にさせる
□ 後継者に経営者として楽しさや面白さも見せている
□ 後継者選びには基本的な原則がある
□ 周囲も一体となって事業承継を促す環境になっている

2. 社外の目を養い、社内の承認を得る
□ 他社での勤務や留学など、後継者には社外経験を積ませている
□ 後継者は社内でまずは仕事の現場で学ぶことが期待されている
□ 後継者の参謀・右腕となる幹部・人脈が社内でできている

3. 承継後は口を出さず、独り立ちを促す
□ 先代は後継者から相談されたり、意見を求められるまで口を出さないでいる
□ 承継後は、後継者が仕事しやすいような環境づくりを心掛けている

老舗企業経営者は、代々受け継いできた事業をさらに繁栄させるという意欲と、
自分の代で事業を終焉させることなく、次の代へと受け継がせていくという使命感とを併せ持っている。
このため、後継者を育成することも自分の大きな仕事であるとの意識が強く、
企業存続の肝となる後継者育成についても長期的な視点で取り組んでいる。
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■老舗企業が後継者の選出で重視
していること（1～3位合計）

東京商工会議所中央支部
「中央区内老舗企業に関する調査」平成20年
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老舗企業の強さに学ぶ

五.地域性・地縁を活かす五.地域性・地縁を活かす

1. 業種や世代を超えた地域ネットワークを活かす
□ 異業種や年代の異なる経営者等との交流の機会をもっている
□ 社外の人脈を通じて信頼のおける幅広い情報や助言を得ている
□ 商工会議所などの社外活動にも積極的に参画している

2. 地域価値を活かし・向上させる
□ 地域社会の一員として活動、貢献している
□ 地域の祭り等、イベントには積極的に参加している
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業種や世代を超えた地域ネットワークを活かす
老舗企業経営者の多くは、地縁に基づいたつながりや商工会議所のような世代や業種の壁を越えた活

動に参画している。こうした交流の場やネットワークづくりは、経営者としての悩みを相談できるメンターを

外部に見つけることにもなる。長い間の積み重ねで築かれてきたネットワークは、利害を超えた強い信頼関

係となって、正確で総合的な経営判断の助けとなっている。

地域価値を活かし、向上させる
中央区は、江戸の昔から培ってきた賑わいのあ

るまちであり、ここで商いをする経営者は、その知

名度の高さや地域のもつブランド価値を強みだと

感じている。とりわけ老舗企業経営者は、地域の

一員としての意識が強く、地域の祭りや催し物な

どへの積極的な参加に限らず、様 な々場面でまち

の活性化に貢献しようとする姿勢をもっている。自

社の成長を育んできた地域社会を大切にすること

は、巡り巡って自社にも恵をもたらす共存共栄の

関係にあると考えているためである。

企業経営にあたっては、商いをしている地域の

魅力や価値を認識し、それを活用するだけではな

く、地域の価値や魅力をさらに向上させていく努

力も必要である。
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老舗企業を育んできた中央区　

＜日本橋馬喰町・横山町エリア＞
日本橋馬喰町・横山町エリアは、繊維・雑貨を中
心とする問屋がひしめく全国有数の問屋街。国
内外の多くの仕入客でにぎわっている。
＜日本橋エリア＞
五街道の起点である「日本橋」があるこのエリア
は、江戸時代から魚市場（関東大震災まで）や呉
服物などを商う江戸屈指の大店も並び、商業の
中心としてにぎわいをみせた。現在も百貨店や
老舗が数多く集積し、発展を遂げている。
＜日本橋人形町・浜町エリア＞
日本橋人形町・浜町エリアは、明治座へ抜ける甘
酒横町や人形町通り周辺を中心に、数多くの商
店、飲食店が軒を連ね、観光客でにぎわってい
る。最近では高層ビルが建設され、オフィスや住
居として活用されている。
＜東京駅前エリア＞
東京駅前エリアは、八重洲通りと中央通りを中心
に商店や飲食店等のほか、東京駅前に相応しい
オフィスビルが軒を連ねてきた。最近では、ビル
の更新時期に差し掛かっていることもあり、建て
替え工事が進んでいる。
＜新川・入船エリア＞
新川エリアは、水上交通が盛んであった江戸時
代には、上方からの酒を扱う問屋や酒蔵、油を扱
う問屋などが多くあり、今でもそのおもかげを残
している。入船エリアは、印刷・製本関係の会社
や商店が多い地域であるとともに、現在はマン
ションなども立ち並び、住・商・工が混在した地域
に変貌している。
＜銀座エリア＞
銀座エリアは、中央通りと晴海通りを中心に、日
本を代表する繁華街として発展し、商業の中心
的な役割を担っている。百貨店をはじめ、高級ブ
ティックや宝飾店、ファストファッションの店舗など
のほか、飲食店が軒を連ね、さながら百花繚乱の
街並みである。
＜築地エリア＞
築地エリアは、築地本願寺をはじめ、東京の台所
である築地市場があり、仕入客や観光客でにぎ
わっている。また、場外市場は、魚関係の商店や
飲食店が軒を連ねているほか、オフィスが林立し
ている。
＜佃・月島エリア＞
佃・月島エリアは、倉庫や工場からオフィスビル
や高層マンションに衣替えしているケースが増え
ている。高層マンションの林立により住民が急激
に増加し、新住民と旧住民が混在するまちであ
る。佃には古くからの佃煮屋が残っているほか、
月島にはもんじゃ焼き店が集積しており、にぎわ
いをみせている。

中央区は、昭和２２年に京橋区と日本橋区が統合してできた区である。
区内は、京橋地域、日本橋地域、月島地域の大きく３つに区分され、
それぞれに地域的な特徴がみられる。

＜中央区老舗企業塾にご協力いただいた企業一覧＞（順不同）
❶㈱伊場仙　❷㈲魚十　❸㈱榮太樓總本鋪　❹㈱越後屋　❺㈱江戸屋
❻㈲大野屋總本店　❼㈱眼鏡舗村田長兵衛商店　❽経新堂稲﨑表具店
❾㈱銀座ヨシノヤ　10国分㈱　11㈱千疋屋総本店　12㈱玉寿司　13丹波屋㈱
14㈱松崎商店　15㈱マツモト交商　16㈱安田松慶堂　17㈱山本海苔店　
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